
傘は、そのままの状態だと「大型ごみ（有料）」となり、ステーションに出すことはできません。
ステーションに出す場合は、写真のように分解し分別してください。

使われている素材で判断してください。
柄の部分がプラスチックの場合は「燃えるごみ」の日に出してください。
柄の部分が金属の場合は「金属類」の日に出してください。

50㎝以下であれば燃えるごみの日に出してください。
50㎝を超える場合は「大型ごみ（有料）」となります。

傘の先の方を切ります。切った部分を持ち、柄の方に引っ張ると、骨から外れやすくなります。

柄の部分は机の角などを利
用して、何度か上下に折り
曲げると簡単に取れます。

布は50㎝以下に切り、柄と
一緒に「燃えるごみ」の日
に出して下さい。

骨の部分は「金属類」の日
に出してください
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